
（温泉成分等掲示届出書記載例）

捨印

温泉成分等掲示届出書

年 月 日

京都府知事 様

住所 ○△県○△市○△町○丁目○番地

氏名 ○△株式会社

代表取締役 ○△○△ 印

温泉の成分等の掲示をしたいので、温泉法第18条第４項の規定により、次のとおり届け

出ます。

利 用 場 所 京都府○△市○△町○丁目△番地

○○旅館 男子大浴場

源 泉 名 ○×温泉 ※温泉分析書に従い記載すること。

温 泉 の 泉 質 温泉分析書のとおり

源泉及び利用場所における温 源泉の温度 ○℃

泉の温度 利用場所における温度 △℃

温 泉 の 成 分 温泉分析書のとおり

温 泉 成 分 の 分 析 年 月 日 ○年○月○日 ※温泉分析書に従い記載すること。

名 称 ※温泉分析書に従い記載すること。

登 録 分 析 機 関

登録番号

浴 用 又 は 飲 用 の 禁 忌 症 温泉分析書別表の浴用の禁忌症のとおり

浴用又は飲用の方法及び注意 温泉分析書別表の浴用の一般的注意事項のとおり

成分に影響を与える項目及び 該当項目を記載（例 加温 入浴に適した温度に保つた

内容 め加温しています。等）又は「別紙のとおり」として別

紙を添付すること。

備 考



別 紙

成分に影響を与える 理 由

（該当する場合に記載）項目及び内容

例１ 温泉の供給量の不足を補うため加水しています。

例２ 気温の高い期間のみ加水しています。

例３ 源泉温度が高いので加水しています。加 水

（該当する場合に○） 例４ 強酸（強アルカリ）のため加水（希釈）しています。

例５ ○○（成分名）の濃度が高いので加水しています。

例１ （源泉温度が低いので）入浴に適した温度に保つため

加温しています。

例２ 貯水槽を有するので、衛生管理のため加温しています。加 温

（該当する場合に○） 例３ 気温の低い期間のみ加温しています。

例１ 衛生管理のため、循環ろ過装置を使用しています。

例２ 温泉資源の保護と衛生管理のため、循環ろ過装置を使用

しています。循環装置等利用

（該当する場合に○） 例３ 浴槽内の温度を均一に保つため、循環装置を使用してい

ます。

成分に影響を与える 物質の名称及び理由

（該当する場合に記載）項目及び内容

例１ 季節感を感じてもらうため、以下の入浴剤を添加してい

ます。

例２ お湯の色をよくしたいので、入浴剤を添加しています。入浴剤等の添加

（該当する場合に○） 例３ 香りを楽しんでいただきたいので、入浴剤を添加してい

ます。

※ 入浴剤を使用する場合は、製品の名称、製造販売業者名、

主要な成分等を記載すること。

入浴剤を使用する時期が不定期な場合は、入浴剤の名称に

加えて、「冬季のみ使用」、「毎月○日に使用」、「使用す

る日は浴槽脇に表示します」などと書き加えること。

成分に影響を与える 消毒理由及び方法

（該当する場合に記載）項目及び内容

例１ 衛生管理のため、塩素系薬剤を使用しています。消毒処理

（該当する場合に○） 例２ 京都府レジオネラ条例の基準を満たすため、塩素系薬剤

を使用しています。


